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環境経営レポート

神鋼鋼線工業株式会社 
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２０２２年度 

対象期間（2022 年 4 月～2023 年 3 月） 
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１．事業所の概要 

 

（1） 事業者名及び代表者名 

神鋼鋼線工業株式会社 

常務執行役員二色浜事業所長 徳重 啓司 

 

※．当事業所は、2022年 4月 1日より名称を「神鋼鋼線工業 ロープ製造所（二色浜）」に 

変更しました。 

 

（2） 所在地 

大阪府貝塚市二色中町１１－１ 

 

（3） 環境保全関係の責任者及び担当者連絡先 

・環境統括責任者： 常務執行役員ロープ製造所長 徳重 啓司 

TEL：０７２－４３２－９２５１ 

・環境管理責任者： 環境防災安全衛生室長 宇久 昌邦 

TEL：０７２－４３２－９２５１ 

・環境管理責任者（副）： 環境防災安全衛生室主任部員 岡本 晃一 

TEL：０７２－４３２－９２５１ 

 

（4） 事業活動 

活動   ：ワイヤロープ、亜鉛めっき鋼より線、鋼線の製造 

      製品   ：ワイヤロープ、亜鉛めっき鋼より線、鋼線 

      サービス ：ワイヤロープの適正使用に関する指導 

 

（5） 事業の規模 

製品出荷額   ７５．８億円／年 （2022年度実績（2022年 4月～2023年 3月）） 

主要製品生産量 １１，７０２トン／年 （2022年度実績（2022年 4月～2024年 3月）） 

従業員     １８５名 （2023年 3月現在） 

           

              

           

工場延べ床面積 ９４,３６４㎡ 

    

２．適用範囲 

 

（１） 適用サイト： 神鋼鋼線工業株式会社 

・二色浜事業所 ：〒597-0093  大阪府貝塚市二色中町１１－１ 

（２） 認証登録サイトの対象活動範囲 

・活動    ：ワイヤロープ、亜鉛めっき鋼より線、鋼線の製造 

・ 製品   ：ワイヤロープ、亜鉛めっき鋼より線、鋼線 

・サービス   ：ワイヤロープの適正使用に関する指導 

（３） 適用除外サイト 

・㈱テザック：同一サイトにある本製造所は経営者が異なり、適用範囲外として扱う 

・ﾃｻﾞｯｸｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ㈱：同一サイトにある子会社のために適用範囲外として扱う 
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３．組織図 

2022年 4月 1日現在 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      ※      適応除外サイト 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

環境管理責任者 EA21 事務局 

EA21環境会議 内部監査チーム 

廃棄物・省エネ・3S 

管理者 

 

技術部 

環境推進 

責任者 

業務部 

環境推進 

責任者 

環境 

リーダー 

 

代表者 

（製造所長） 

品質保証室 

環境推進 

責任者 

ﾃｻﾞｯｸｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ㈱ 

環境推進 

責任者 

製造部 

環境推進 

責任者 

環境 

リーダー 

設備保全室 

環境推進 

責任者 

工程部 

環境推進 

責任者 

経理 Gr. 

環境推進 

責任者 

環境 

リーダー 

 

環境 

リーダー 

 

環境 

リーダー 

 

環境 

リーダー 

 

環境 

リーダー 

 

環境 

リーダー 
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 責任及び権限 

 １）環境管理統括者（ロープ製造所長） 

① ＥＡ２１システムにもとづく環境経営に関する統括責任 

② 環境経営マニュアルの承認 

③ 環境経営システムの実施及び管理に必要不可欠な資源(人的、専門的な技能、組織のイン

フラストラクチャー、技術並びに資金「ＥＡ２１環境マネジメントシステム運用に必用な

主な資源の一覧表」)の確保 

④ 環境管理責任者の任命 

⑤ 環境経営方針の制定 

⑥ 環境目標の承認 

⑦ 全体の評価と見直しの実施 

⑧ 環境経営レポートの承認 

 

２）環境管理責任者 

① 環境経営システムの確立、実施、維持 

② 環境関連法規及びその他の要求事項一覧表兼遵守評価表の承認 

③ 環境活動実施計画書の承認及び計画目標に対する３ヶ月ごとの実績評価 

④ 年間教育・訓練計画書の承認 

⑤ 環境活動の取組結果及び改善のための提案を代表者へ報告 

⑥ マネジメントレビューのためのインプット条件を提供 

⑦ 環境経営方針を全従業員に周知することを指示 

⑧ 環境経営マニュアル及び環境経営レポートの起案 

３）環境推進責任者 

① 自部門における環境経営システムの実施 

② 自部門における環境経営方針の周知 

③ 自部門の従業員に対する教育訓練の実施 

④ 自部門の環境目標及び環境活動計画の実施及び達成状況を環境管理責任者へ報告 

⑤ 自部門の特定された環境負荷項目等の手順書作成及び運用管理 

⑥ 自部門の特定された緊急事態対応手順書の作成、訓練、記録、見直し 

⑦ 自部門の問題点の発見、是正、予防処置 

４）環境推進リーダー 

① 特定された項目の自部門における環境経営システムの実施 

② 特定された項目の自部門における環境経営方針の周知 

③ 特定された項目の自部門の従業員に対する教育訓練の実施 

④ 特定された項目の手順書の作成及び運用管理 

⑤ 特定された項目の自部門の問題点の発見、是正、予防処置 

５）事務局 

① 環境会議の事務局 

② 環境への負荷の自己チェック及び環境への取組の自己チェックの実施 

③ 環境関連法規及びその他の要求事項一覧表兼遵守評価表の作成 
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④ 環境目標・環境活動実施計画書原案の作成 

⑤ 環境活動実施計画の実績集計 

⑥ 年間教育・訓練計画書の作成 

⑦ 環境関連の外部コミュニケーションの窓口 

⑧ 環境経営マニュアル及び環境経営レポートの作成 

⑨ 手順書及び帳票類（様式）の作成 
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４．環境目標とその実績 

 当工場における 2021年度の実績を基にした、2022年度の実績は次のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2020年度 2023年度

2020.4 2023.4

～2021.3 ～2024.3

実績 目標 実績
達成率

および

評価※1
目標 実績

達成率

および

評価※1
目標

12,752 ― 12,659 ― ― 11,702 ― ―

4,530 ― 4,670 ― ― 4,535 ― ―

― ― ▲ 3.1 ― ― 2.9 ― ―

電力量相当分
（t-CO2）※2

3,890 ― 3,992 ― ― 3,807 ― ―

2017年度比の
削減率（％）

― ― ▲ 2.6 ― ― 2.9 ― ―

都市ガス相当分
（t-CO2）

498 ― 536 ― ― 596 ― ―

2017年度比の
削減率（％）

― ― ▲ 7.7 ― ― ▲ 11.2 ― ―

その他相当分

(ガソリン、軽油等)

（t-CO2）
142 ― 142 ― ― 132 ― ―

電力使用量
（kWh／年）

11,081,843 ― 11,373,228 ― 11,259,496 10,845,993 ― 11,146,901

860 889 881

以下 以下 以下

前年度比の
削減率（％）

―
1.0
以上

▲ 3.4 ―
1.0
以上

▲ 3.2 ―
1.0
以上

実績評価 ― ― ―
目標

未達成
― ―

目標
未達成

―

都市ガス使用量
（㎥／年）

231,842 ― 249,657 ― 1,256 277,717 ― 1,138

18.0 19.5 19.3

以下 以下 以下

前年度比の
削減率（％）

―
1.0
以上

▲ 8.5 ―
1.0
以上

▲ 20.3 ―
1.0
以上

実績評価 ― ― ―
目標

未達成
― ―

目標
未達成

―

111.0 111.0 93.0 93.0

以下 以下 以下

前年度比の
削減率（％）

―
1.0
以上

16.2% ―
1.0
以上

▲ 0.4 ―
1.0
以上

実績評価 ― ― ―
目標
達成

― ―
目標

未達成
―

927

2022年度

2022.4～2023.3

96.0%

23.7 82.3%

93.4 99.6%

18.2 19.7 91.3%

93.0 119.3%

都
市
ガ
ス

生産量比
（㎥／年）

水
の
削
減

工
業
用
水

869 95.8%898
生産量比

（kWh／t）

年　　度 2021年度

対象期間 2021.4～2022.3

項目

ワイヤロープ等の生産量（ｔ）

二
　
　
酸
　
　
化
　
　
炭
　
　
素

課
題
と
チ
ャ

ン
ス

総排出量
（t-CO2）

2020年度比の
削減率（％）

内
　
　
　
　
訳

二
　
酸
　
化
　
炭
　
素
　
の
　
削
　
減
　
※
３

課
題
と
チ
ャ

ン
ス

電
力
量

1日平均使用量
（㎥／日）
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追記： ※1．達成率＝目標値÷実績値（％）（実績値が小さい方が良い場合） 

実績値÷目標値（％））（実績値が大きい方が良い場合） 

（目標達成＝100％以上） 

※2．電力量二酸化炭素排出係数＝2020年度関西電力㈱の調整後排出係数（0.351㎏-CO2/kWh） 

※3．2024年度までの中期計画については、P10に記載しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2020年度 2023年度

2020.4 2023.4

～2021.3 ～2024.3

実績 目標 実績
達成率
および

評価※1
目標 実績

達成率
および

評価※1
目標

94.1 94.2 94.3 94.4

以上 以上 以上 以上

前年度比の
向上率（%）

―
0.1
以上

0.1 ―
0.1
以上

0.1 ―
0.1
以上

実績評価 ― ― ―
目標
達成

― ―
目標
達成

―

適正管理 ― 適正管理 適正管理 100% 適正管理 適正管理 100% 適正管理

実績評価 ― ―
目標
達成

―
目標
達成

―

平均点
前年度以上

61.0 61.0
以上

60.7 99.5% 60.7
以上

- #VALUE! 60.7
以上

実績評価 ― ―
目標

未達成
―

目標
未達成

―

生産設備
1台整備

0 1以上 1 100% 1以上 2 200% 1以上

実績評価 ― ―
目標
達成

―
目標

未達成
―

環境にやさしい製品
2件完成

― 2以上 2 100% 2以上 1 50% 2以上

実績評価 ― ― ― 目標 ― 目標 ―

　
環
境
配
慮

新
製
品
の
開
発

項目

廃
棄
物
の
削
減

製
造
歩
留
の
向
上

化
学
物
質
の
削
減

化
学
物
質
の

適
正
管
理

職
場
環
境
の
改
善

３
Ｓ
活
動

騒
音

94.2 100%
製造歩留率

（%）

2021年度

対象期間 2021.4～2022.3

年　　度

94.3 100%

2022.4～2023.3

2022年度
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５．２０２２年度目標に対する環境活動の取り組み内容 

１）二酸化炭素排出量の削減 

（１）電力使用量の削減 （管理責任者：エネルギー管理士） 

   削 減 目 標 ： 購入電力量を２０２１年度より 1％削減する。（生産量比） 

達 成 手 段 ： ①設備新設・改造時は省エネ化を検討する。  

②不要時のパソコン、プリンター、コピー機のスイッチを切る。 

③冷暖房器具（事務所棟以外）の管理 

（設定温度の管理。スイッチはまめに切る。） 

 

（２）都市ガス使用量の削減（管理責任者：エネルギー管理士） 

   削 減 目 標 ： 購入都市ガス量を２０２１年度より 1％削減する。（生産量比）。 

達 成 手 段 ： ①事務所棟の冷暖房器具（ガスヒーポン）の管理 

（設定温度の管理。スイッチはまめに切る。）       

②不要時はボイラーを停止する。 

③乾燥炉の省エネ化を検討する。 

      

２）水の削減 

（１）洗線工程における工業用水の削減（管理責任者：製造室長） 

   削 減 目 標 ： 1 日平均工業用水使用量を２０２１年度より増加しない。 

達 成 手 段 ： ①各槽において、給水の流量管理をする。 

         

３）廃棄物の削減 

 （１）製造歩留の向上（管理責任者：製造室長） 

削 減 目 標 ： 歩留率を２０２１年度より０．１％増加させる。 

達 成 手 段 ： ①撚り込率マスタを確認する。 

        ②撚り込率の追加・見直しをする。 

             ③ストランド余尺の見直しをする。 

④工程内不具合の低減に努める。 

 

４）化学物質の削減（管理責任者：環境防災事務局） 

（１）化学物質の適正管理 

削 減 目 標 ： 化学物質を適正に管理する。 

達 成 手 段 ： ①化学物質流出事故を想定した訓練を実施する。 

          ②有害物質貯蔵施設を適正に管理する。（水濁法。定期点検） 

③ジクロロメタンを適正に管理する。 

（安衛法。作業環境測定および健康診断。） 

５）職場環境の改善（管理責任者：業務室長） 

（１）３Ｓコンテストの平均点を前年度以上 

達 成 手 段 ： 3Ｓ活動を徹底する。週末クリーンデーの実施 

 

 （２）各工場の騒音の低減（管理責任者：製造室長） 

達 成 手 段 ： 騒音・振動の大きい設備を整備する。 
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６）環境配慮製品の提供 

（１）新製品の開発推進（製品の高強度化、長寿命化）（管理責任者：研究開発室長） 

達 成 手 段 ： 環境にやさしい製品を 2 件以上完成する。 

         

 

６．環境活動の取り組み計画と評価 

 

2022年 4月～2023年 3月の環境活動の評価は下記の通りです。 

  

１）二酸化炭素排出量の削減  

（１）電力使用量の削減 

 ①天井照明を一部 LED化した。  

②不要時のパソコン、プリンター、コピー機のスイッチを切るようにした。 

③冷暖房器具（事務所棟以外）の管理 

（設定温度の管理。スイッチはまめに切るようにした。） 

   

（２）都市ガス使用量の削減 

①事務所棟の冷暖房器具（ガスヒーポン）の管理 

（設定温度の管理。スイッチはまめに切るようにした。）       

②不要時はボイラーを停止するようにした。 

③乾燥炉の省エネ化を検討するようにした。 

 

                        

       エアコンスイッチ附近（省エネ活動推進のポスター掲示） 

 

２）水の削減 

（１）洗線工程における工業用水の削減（ボイラーの都市ガス使用量削減にもつながる） 

   ①各槽において、給水の流量管理をするようにした。 
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３）廃棄物の削減 

 （１）製造歩留の向上 

①撚り込率マスタを確認した。 

②撚り込率の追加・見直しをした。 

③ストランド余尺の見直しをした。 

④工程内不具合の低減に努めた。 

 

４）化学物質の削減 

（１）化学物質の適正管理 

 ①化学物質流出事故を想定した訓練は、未実施であった。 

 ②有害物質貯蔵施設を適正に管理した。（水濁法。定期点検の実施。） 

③ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝを適正に管理した。（安衛法。作業環境測定および健康診断の実施。） 

５）職場環境の改善 

（１）３Ｓコンテストの平均点を前年度以上 

 未実施であった。 

 

 （２）撚線・伸線工場の騒音の低減 

騒音の大きい撚線機２台を撤去した。 

 

６）環境配慮製品の提供 

（１）環境にやさしいエレベータ用ロープを１件完成させた。 

    （ロープグリス低含有のロープ開発１件） 

 

次年度以降（2023年 4月～2025年 3月）の環境活動計画は下記の通りです。 

 

NO. 環境コア指標 取組み項目 2023年度目標 2024年度目標

1
二酸化炭素排出量

（電力）

炭酸ガス排出量の削減

（電力使用量の削減）

前年度比

電力使用量

１％削減

（生産量比）

前年度比

電力使用量

１％削減

（生産量比）

2
二酸化炭素排出量

（都市ガス）

炭酸ガス排出量の削減

（都市ガス使用量の削減）

前年度比

都市ガス使用量

１％削減

（生産量比）

前年度比

都市ガス使用量

１％削減

（生産量比）

3 水の削減
水の削減

（工業用水の削減）

前年度比

工業用水使用量

増加なし

前年度比

工業用水使用量

増加なし

4 廃棄物の削減 製造歩留0.1％/年向上

２０２０年度比

製造歩留

0.3％/年向上

２０２０年度比

製造歩留

0.4％/年向上

5 化学物質の削減 化学物質を適正に管理する
化学物質の

適正管理

化学物質の

適正管理

6 職場環境の改善 ３Sコンテストの実施
平均得点

前年度以上

平均得点

前年度以上

7 職場環境の改善 騒音の大きい設備を順次整備する。 生産設備１台整備 生産設備１台整備

8 環境配慮製品の提供
省資源、環境にやさしい製品を

２件完成する
製品2件完成 製品2件完成
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７． 環境教育と啓蒙 

 

〇水質の環境負荷設備（排水処理装置等）の取扱い手順書の教育は、未実施であった。 

    

   次年度については、教育を実施する。 

 

８．環境関連法規制等の順守状況 

 

 １）法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りである。 

適用される法規制 順守すべき要求事項 順守評価 

下水道法 ・届出施設：洗線・酸洗施設、スクラバー、排水処理装置 

・水質測定（年 2回） 
順守 

水質汚濁防止法 ・届出施設：洗線・酸洗施設、スクラバー、 

ボンデタンク、廃酸ピット 

・有害物質使用貯蔵施設の点検（年 1回） 

順守 

騒音規制法 ・届出施設：液圧ﾌﾟﾚｽ、ﾜｲﾔﾌｫｰﾐﾝｸﾞﾏｼｰﾝ､空気圧縮機 順守 

振動規制法 ・届出施設：液圧ﾌﾟﾚｽ、ﾜｲﾔﾌｫｰﾐﾝｸﾞﾏｼｰﾝ､空気圧縮機 順守 

廃棄物処理法 ・対象：強酸（有害）、廃油（有害）、感染性廃棄物 

    汚泥、廃油、廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ、木くず、廃アルカリ 

・定期報告書：産業廃棄物管理票交付状況報告書、 

特別産業廃棄物処理計画書および実施状況報告書 

順守 

公害防止組織法 ・選任： 公害防止統括者、公害防止管理者 順守 

ＰＲＴＲ法 ・対象物質：ジクロロメタン、鉛、亜鉛の水溶性化合物 

      ﾎﾟﾘ(ｵｷｼｴﾁﾚﾝ)=ﾉﾆﾙﾌｪﾆﾙｴｰﾃﾙ 

・定期報告書：第一種指定化学物質の排出量及び 

移動量の届出書（PRTR 法） 

第一種指定化学物質の排出量及び 

移動量の届出書（大阪府条例） 

 

順守 

エネルギーの使用の

合理化に関する法律 

・選任：エネルギー統括者、エネルギー管理推進者、       

エネルギー管理士 

・実績報告書（大阪府条例） 

 

順守 

消防法（危険物） ・揮発油、軽油等の保管 順守 

フロン排出抑制法 ・空調機、冷凍機、ウォータークーラー 

・定期点検（年４回） 
順守 



 12 

２）法規制等の一覧表を作成し、定期的に遵守状況をチェックすることにより違反等の無い 

ことを自主的に確認しました。尚、これらの法規制に対する関係当局からの違反の指摘、

及び関連する訴訟等は過去３年間ありません。 

 

９．マネジメントレビュー（代表者による全体の評価と見直し指示）の結果 

 

（１） 実施日 

 

２０２３年５月１１日 

 

 （２）目標・活動計画 

 

エネルギー削減について。目標は達成できなかったが、その中でも、天井照明を LED 化 

する等で電力使用量を削減できたことは評価できる。来年度は環境防災会議を活用する等で、

現場とのコミュニケーションを取りながら、省エネ活動を充実させ目標を達成させる様にす

ること。 

スタートから 13年、経営システムは順調に動いている。このまま継続すること。 

 

 （３）システムの変更の有無 

       

     環境経営方針              □変更する  ■変更しない 

環境経営目標及び環境経営計画      □変更する  ■変更しない 

実施体制                □変更する  ■変更しない 

 

（４）最後に 

 

御高覧ありがとうございました。 

次回の環境活動レポートは、2024年 5月頃に作成予定です。 


